
５連休明け 子どもたちの様子から 

はなまる配信 

【学校教育目標】  「学びのえがお」いっぱい 西唐津小学校 
        ～ 「人・こと・もの」に関わりをもち 心豊かに育つ西唐津っ子 にこ・きび・はき・どん～ 

 

 

 

  

 

   

 

 

  

 

     

 

      

     

    

   

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学校教育目標】  「学びのえがお」いっぱい 西唐津小 

唐津市立西唐津小学校  

学校だより 第 ８４ 号   

令和８年 ９月２５日（金） 

文責 校長  古川 雅 

） 

文責 :  校長   古川  雅 

学校 HP 

授業中の様子から 

朝、坂の下で５年生の男の子が「シルバーウイーク、もう２日ぐらい休みたかっ

た～」と話しかけてきました。まだまだ休み足りなかったようです。きっと、いろ

いろなことを楽しんだからだと思います。 

 １年２組は音楽の学習、初め

ての鍵盤ハーモニカを使っての

授業でした。 

早くさわりたい、ふきたい子

どもたちに担任が、ふく時の姿

勢や低音部と高音部の違いなど

を説明していました。 

ふき始めると、嬉しそうに音

を出していました。 



西日本新聞「ヤング川柳」のコーナーに掲載されました 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生、５年生は再度、明治の方に

来校いただき、食育教育を行いまし

た。４年生は「チョコレートの秘

密」、５年生は「健康な体づくりのた

めに」がテーマでした。 

４年生は、試食を兼ねて明治のチョ

コレートを頂いたようで、喜んでいま

した。５学年が終了し、あとは３年生

を残すのみです。 

６年生の川柳が、この掲載日のお題「ごめん」で、もっともよかった作品の「一

席」に選ばれました。おめでとうございます。 

選者の方の講評を載せておきます。「反抗期だとしても、心の片隅にはちゃんと

『ごめん』があるのです。素直に口に出せなかったかもしれませんが、反省している

気持ちは十分に伝わってきました。心の揺れに共感しました。」 

西日本新聞「ヤング川柳」（９月２０日分）お題「ごめん」 

一席：ごめんねと心片すみ反抗期 

６年  坂本 さく さん         

保護者配信分には掲載されています 


